
　

デ
ィ
ー
プ
な
４
日
間

　

21
回
目
と
な
る
今
回
の
学
会
場
は
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ど
真
ん
中
、

ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
ー
に
も
徒
歩
圏
内
に
あ
る

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
学
（State U

ni-

versity of N
ew Y

ork; SU
N

Y
 system 

）

の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
し
た
。
世
界
中
の
視
野

や
画
像
に
関
わ
る
研
究
者
た
ち
が
一
堂
に

会
す
る
国
際
学
会
で
、
毎
回
、
１
５
０
人

か
ら
２
０
０
人
程
度
の
参
加
者
が
あ
り
ま

す
。
心
理
物
理
学
の
基
礎
研
究
か
ら
外
来

臨
床
の
デ
ー
タ
ま
で
幅
広
い
発
表
が
な
さ

れ
、
い
つ
も
突
っ
込
ん
だ
質
疑
応
答
が
行

な
わ
れ
ま
す
。
学
会
期
間
中
、
全
４
日
間

を
朝
か
ら
晩
ま
で
デ
ィ
ー
プ
に
共
に
過
ご

す
、
眼
科
関
係
で
は
数
少
な
い
貴
重
な
学

会
と
言
え
ま
す
。

　

学
会
期
間
中
に
行
な
わ
れ
たIm

aging 

and P
erim

etry Society

（IP
S

）Busi-

ness M
eeting

で
役
員
の
改
選
が
あ
り
、

IPS V
ice P

resident

の
任
期
を
満
了
さ

れ
た
松
本
長
太
先
生（
近
畿
大
学
教
授
）が

Perim
etry

のG
roup Chairman

に
な
ら

れ
、
２
０
０
２
年
か
ら
２
０
０
８
年
ま
で

V
ice　P

resident

を
務
め
ら
れ
て
い
た
岩

瀬
愛
子
先
生
（
岐
阜
県
多
治
見
市
・
た
じ

み
岩
瀬
眼
科
院
長
）
が
再
び
推
挙
さ
れ
て

東京慈恵会医科大学

准教授  中
なかの

野　匡
ただし
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　2014年 9 月 9 日から12日にアメリカ
で開催された“Imaging and Perimetry 
Society：ＩＰＳ（International Visual 
Field and Imaging Symposium：IVF
IS）”に参加しました。
　この学会は、視野をメインテーマと
して基礎から臨床研究まで幅広く深く
探求する国際学会で、1974年にフラン
ス（マルセイユ）で開催されて以来、 2
年に一度、ヨーロッパ、アメリカを含
む環太平洋の地域の持ち回りで行なわ
れています。

学
会
場（
上
）と
入
り
口

ニューヨークの中心街、マンハッタンにて
第21回国際視野画像学会に参加して

金沢開催決定、日本人ダブル受賞と
まさに JAPAN WEEK



名
なL

inda Z
angwill

先
生
（Hamilton 

G
laucomaCenter:U

niversity of Cal-

ifornia, S
an

D
iego

）
が
所
属
施
設
の

豊
富
な
研
究
デ
ー
タ
を
基
に
「
緑
内
障
の

構
造
変
化
か
ら
考
え
る
臨
床
治
験
、
評
価

の
在
り
方
」
に
つ
い
て
レ
ビ
ュ
ー
さ
れ
、

Austin Roorda

先
生
（University of Cal-

ifornia, B
erkeley

）
が”　A

daptive op-

tics m
icroperim

etry ”  

に
つ
い
て
最
先

端
の
知
識
を
情
報
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
ま

Garway Heath

先
生
と
共
にV

ice Presi-

dent

に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
長
年
、Board

M
em

ber

で
あ
っ
た
山
崎
芳
夫
先
生
（
日

本
大
学
准
教
授
）
が
任
期
を
終
え
ら
れ
、

新
メ
ン
バ
ー
と
し
て
杉
山
和
久
先
生
（
金

沢
大
学
教
授
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
日
本
で
は
過
去
に
、
第
３
回
（
１

９
７
８
年
）
を
故
松
尾
治
亘
先
生
が
東
京

で
、
第
10
回（
１
９
９
２
年
）を
北
澤
克
明

先
生
が
京
都
で
、
そ
し
て
、
第
18
回
（
２

０
０
８
年
）
を
日
本
視
野
学
会（
Ｊ
Ｐ
Ｓ
）

会
長
の
松
本
長
太
先
生
が
主
催
さ
れ
、
奈

良
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、
２
０

１
６
年
開
催
地
の
イ
タ
リ
ア
、
ウ
ー
デ
ィ

ネ
に
続
く
、
２
０
１
８
年
の
「
第
23
回
国
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2018年IPS 開催地の立候補のプレゼンをする岩瀬愛子先生

際
視
野
画
像
学
会
」

開
催
地
の
決
議
が
あ

り
、
岩
瀬
愛
子
先
生

の
、
ま
さ
に
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
さ
な
が
ら
の

熱
の
こ
も
っ
た
立
候

補
の
プ
レ
ゼ
ン
に
よ

っ
て
、
め
で
た
く
日

本（
金
沢
）に
決
ま
り

ま
し
た
。
こ
の
場
に

立
ち
会
え
た
こ
と
は

日
本
人
の
１
人
と
し

て
と
て
も
名
誉
な
こ

と
と
思
う
と
と
も
に
、

こ
の
分
野
に
お
け
る

日
本
の
、
世
界
や
ア

ジ
ア
で
の
位
置
づ
け

を
改
め
て
実
感
で
き
、

大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

興
味
深
い
新
知
見
の
数
々

　

今
回
の
学
会
で
は
、
12
か
国
か
ら
口
頭

発
表
、
ポ
ス
タ
ー
発
表
を
併
せ
て
56
演
題

が
一
般
講
演
と
し
て
報
告
さ
れ
、
日
本
か

ら
は
何
と
17
演
題
が
採
択
さ
れ
、
２
位
の

主
催
国
の
ア
メ
リ
カ（
９
演
題
）を
大
き
く

引
き
離
し
、
最
も
多
く
の
発
表
が
あ
り
ま

し
た（
表
）。
基
調
講
演
は
、
日
本
で
も
有

た
招
待
講
演
で
は
、
主
催
校
の
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｙ

か
らQ

asim Z
aidi 

先
生
が
「
早
期
緑
内

障
の
検
出
に
お
け
る
神
経
節
細
胞
レ
ベ
ル

で
の
色
順
応
と
明
順
応
変
化
」
に
つ
い
て
、

Jose M
anuel A

lonso

先
生
が
「
視
覚
情

報
処
理
に
お
け
る
オ
ン 

・
オ
フ
応
答
」
に

つ
い
て
、Suresh V

iswanathan

先
生
が

「
緑
内
障
眼
に
お
け
る
神
経
節
細
胞
の
Ｅ

Ｒ
Ｇ
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
最
新
の
知

見
を
解
説
さ
れ
、
い
ず
れ
も
興
味
深
い
内

容
で
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

座長の朝岡亮先生（東京大学）

表. 第21回国際視野画像学会
国別演題数

演題数
日本 17
アメリカ 9
イギリス 7
オーストラリア 6
ドイツ 5
スペイン 3
オランダ 2
イタリア 1
オーストリア 1
その他 5
合計 56

ポスター会場にて、前列左より、可児一孝先生、岩瀬愛子先生、加藤昌寛先生（東京慈恵会医科大学）
後列左より、大久保真司先生（金沢市・おおくぼ眼科クリニック 院長）、私、
岸田桃子先生（東京慈恵会医科大学）



Bryant Park Grill（Official Dinner）にて

学会場から見たニューヨーク

学会長とChris先生に
ボタンから元の視野計を
当てていただくクイズ

Ｉ
Ｐ
Ｓ
オ
ー
プ
ン

　

学
術
的
な
充
実
度
以
外
に
も
、
本
学
会

の
際
立
っ
た
特
徴
と
し
て
毎
回
、
学
会
場

以
外
で
も
凝
っ
た
催
し
物
が
企
画
さ
れ
、

Social program

の
充
実
が
参
加
者
の
大

き
な
楽
し
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は

予
想
通
り
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
が
盛
り
込
ま
れ
、

サ
ー
カ
ス
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
な
演
出
が
繰
り

広
げ
ら
れ
る”　P

IP
P

IN
”　
を
、
学
会
場
か

ら
劇
場
ま
で
徒
歩
で
移
動
し
て
一
同
で
鑑

賞
し
ま
し
た
。

　
Closing banquet 

も
印
象
的
で
、
毎
回
、

　

次
回
、
２
０
１
６
年
の
ウ
ー
デ
ィ
ネ
は

大
き
な
国
際
学
会
が
行
な
わ
れ
る
機
会
が

少
な
い
と
思
わ
れ
る
、
通
好
み
の
北
イ
タ

リ
ア
の
古
都
の
よ
う
で
す
。
金
沢
で
開
催

さ
れ
る
次
々
回
学
会
の
前
に
、
一
度
下
見

に
行
か
れ
る
の
も
よ
い
の
で
は
と
思
い
ま

す
。　

　

な
お
、
本
稿
の
供
覧
写
真
を
多
数
提
供

し
て
い
た
だ
い
た
本
学
会
第
１
回
か
ら
出

席
さ
れ
て
い
る
可
児
一
孝
先
生
（
滋
賀
医

科
大
学
名
誉
教
授
）
に
は
、
こ
の
場
を
借

り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

参
加
者
が
国
別
に
舞
台
に
上
が
り
、

母
国
の
歌
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

披
露
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
は
松
本
先
生
率
い
る
近
畿
大

学
の
先
生
方
が
中
心
と
な
っ
て
、

い
つ
も
大
変
手
の
込
ん
だ
企
画
を

さ
れ
る
の
で
す
が
、
今
回
は
ち
ょ

う
ど
テ
ニ
ス
の
全
米
オ
ー
プ
ン
で

錦
織
選
手
が
決
勝
戦
を
戦
っ
た
直
後
だ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
を
も
じ
っ
て
ク
イ

ズ
形
式
の
「
Ｉ
Ｐ
Ｓ
オ
ー
プ
ン
」
を
企
画

さ
れ
、
国
別
の
出
し
物
の
中
で
最
も
大
き

な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

JAPAN
 W

EEK

　

あ
っ
と
い
う
間
の
充
実
し
た
４
日
間
で

し
た
が
、
極
め
つ
け
は
、
学
会
の
最
後
に

最
優
秀
演
題
２
題
に
贈
ら
れ
るH

eidel-

berg Award

が
発
表
さ
れ
、
何
と
近
畿
大

学
の
江
浦
真
理
子
先

生
と
沼
田
卓
也
先
生

に
よ
る
日
本
人
ダ
ブ

ル
受
賞
の
快
挙
で
し

た
。
９
月
初
旬
の
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
、
ま

さ
にJAPAN W

EE

K

だ
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
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Closing banquet

松本長太先生の名司会で学会場は大爆笑

Heidelberg Awardを受賞された
江浦真理子先生（上）と沼田卓也先生


